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記憶の中の箱根駅伝とベルリンマラソン    

湘南日独協会名誉会長 島    新

正月の二日三日は、毎年テレビで箱根駅伝を観戦

している。今年は往路の箱根上りの第五区で、青山

学院大学の黒田朝日選手が驚異的な四人抜きでトッ

プの早稲田を最後に抜き去り、往路優勝を果たし、

復路も制して二回目の三年連続総合優勝を果たした。

毎年見ているのだが、見る度に様々な場所、特に

箱根の上りと下りのコースで現れてくる場所には、

様々な想い出が蘇ってくる。昭和２４年、小学校一

年生の一学期まで箱根仙石原の俵石にいた。木炭車

のバスや箱根登山電車で、小田原まで往復した時に

眺めた景色だ。木炭車は戦中戦後の物資不足の折に、

ガソリンではなく薪を燃やしてエンジンを動かして

いたバスだ。パワーがないので時々動かなくなって、

乗客は下りてバスの後ろに回り、押したものだ。

その後大人になってからも、箱根には何度もバスや

車で往復したので、駅伝のコースの情景はよく知っ

ている。箱根湯本を過ぎて少し行くと、昔から変わ

らない、がっしりとした姿の旭橋を渡る。さらに函

嶺洞門のトンネルが見えてくる。いずれも子供の頃

から何度も通った所で、今は国の「土木遺産」と

なっている。このトンネルは、何年か前に通行禁止

となり、ランナーはその脇の新しい道路、バイパス

を駆け上ってゆく。画面に見えてくる度に懐かしい。

さらに行くと大平

台のヘヤピンカー

ブが見えてくる。

ここも何度も通り

過ぎた所で、記憶

に焼き付いている。そして懐かしい宮ノ下だ。

富士屋ホテルの200メートルほど手前の左側に、

箱根登山鉄道の宮ノ下駅に通ずる坂道がある。強羅

の白百合幼稚園に通うため、木炭車のバスで仙石原

俵石閣前からここまで来て、電車に乗り換え強羅ま

で行ったものだ。

富士屋ホテルを過ぎるとすぐに三叉路になる。駅伝

のコースは左に曲がるのだが、そこを曲がらずにまっ

すぐ行くと、子供の頃に住んでいた仙石原だ。今も

度々、年に数回はこの三叉路を通って仙石原に行く。

駅伝のランナーは、宮ノ下の三叉路を仙石原方面に行

かずに、左に曲がって上って行く。強羅、元箱根方面

である。かなりの急坂だ。当時木炭車のトラックが

「ウーウー」とうなりながら、まさに息切れするよう

な感じでのぼっていくのが聞こえてきたこともある。

やや緩い坂が急に急坂となるので、駅伝五区のラン

ナーは大変だろうなあ、とトラックのうめきを思い出

しながら、毎回見ている。ランナーがこの坂を上り

切り、しばらく行くと小涌園前の映像が流れてくる。

さらに上って行くと、箱根登山鉄道の踏切があり、

ランナーはそこを走り抜けていく。この踏切も懐か

しい。幼稚園の帰り、強羅駅を出発した電車がこの

踏切を通ったので、良く覚えている。

上り坂が終わって芦ノ湖を見下ろしながら元箱根

まで一気に、ランナーは下り坂を下りてくる。走る

のも少しは楽になったのだろうと見ていると、ゴー

ル直前の箱根関所跡の坂が待っている。なだらかで

短い坂なのだが、ゴール直前なのにこれは苦しいだ

ろうなあと、見ていていつも思う。

かくして今年の往路は、先頭を行く早稲田を青山

学院が驚異的な走りとタイムで抜き去り、１８秒の

差を付けて往路優勝を果たした。小田原中継所を出

た時には五位で、トップの早稲田には大差をつけら

れていたのに、この走りは驚異的なパフォーマンス

だった。只々すごい。感動した。

似たような感動を思い出した。ド

イツに駐在していた時、2001年の事

だった、何の気なしにテレビをつける

とマラソンの中継が写っていた。

ベルリンマラソンの中継だ。見ていると高橋尚子が

走っていた。力強い走りだ。そして優勝した。其の

一年前のシドニーオリンピックで金メダルを取って

いたので、只々すごい、と感動したのを覚えている。
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湘南日独協会催事カレンダー(2026年3月～2026年7月)   3月1日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第38回）

12日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： 美しいバロック音楽 (#3) 講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： ヘンデル "水上の音楽"から抜粋、バッハ "ブランデンブルグ協奏曲"第5番より他

読書会 09日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

23日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 10日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ2　　 会費：1,000円

SWZ 19日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

ドイツ映像研究 15日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 22日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「１９世紀末のウィーンとユダヤ人」 講師： 村山雅人氏　（元國學院大學教授）

概要： 「もしユダヤ人の貢献がなかったなら、世紀末ウィーンは断片である」と言われるほど、19世紀末ウィーンの文化にユダヤ人が

果たした貢献は大きかった。このユダヤ人の活躍が「反ユダヤ主義」を惹起し、そしてその反動として「政治的シオニズム」

が登場する。ユダヤ人国家建設運動は、しかしユダヤ人内部で対立を生みだした。あらゆる舞台で、ユダヤ人が密接に関わって

回っていたウィーン社会の実態を政治・社会的視点から紹介する。　懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第39回）

16日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Mozartの音楽 #4　謎の交響曲(中期の名作)  講師：高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： 交響曲第35番 KV385 "ハフナー", 第36番 KV425 "リンツ", 第38番 KV504 "プラハ"

読書会 13日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　  会費：1,000円

27日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 14日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 16日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

ドイツ映像研究 05日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

年次総会 26日（日） 14:00-15:00 　ミナパーク５０５　　

講演会 26日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「ドイツ・欧州の情勢とアメリカとの関係」 講師： 八木毅氏（元ドイツ大使）

概要： ドイツでは昨年５月に新政権が誕生したが、内政、経済、外交で難しい課題を抱え、政権を取り巻く情勢は厳しい。

特に極右の「ドイツのための選択肢(AfD)」が伸張しており、本年の州議会選挙の帰趨はドイツ政治に大きな影響を及ぼす

可能性がある。欧州の主要国であるフランス、英国の内政も不安定であり、相当数の国で極右あるいは右派ポピュリストと

される勢力が伸張している。更に第二期トランプ政権の登場により貿易・経済、外交・安全保障だけでなく「文化」の面でも

大きな挑戦に直面しており、対米関係は欧州の苦境を増幅している。　懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第40回）

14日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Beethovenの音楽 #4　リズムの交響曲 講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： 交響曲第7番 A-Dur op.92 他

読書会 11日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

25日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 12日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ2　　 会費：1,000円

SWZ 21日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

ドイツ映像研究 10日（日） 15:00-17:30 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 24日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「世界から見た日本」  講師： 岡田眞樹氏（元フランクフルト総領事、他デンマーク大使など歴任）

概要： 昨今のアメリカや中国・朝鮮などの周辺国との関係、外国人問題やポップカルチャーの問題、安全保障や経済財政問題、

歴史認識なども含めて、これらに関して、42年間外交官生活をしてきて外国と日本の間にいた中で、日本や日本人について

感じたことをベースにお話する。　懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第41回）

11日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Tchaikovskyの音楽  講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： 組曲くるみ割り人形(予定)　他

読書会 08日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

22日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 09日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ2　　 会費：1,000円

SWZ 18日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

ドイツ映像研究 14日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 28日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「ビジネスにおける通信手段の変遷」  講師：島新氏　（湘南日独協会名誉会長）

概要： 昨今のビジネスにおける通信手段は目覚ましく変遷発展し、伝達速度は瞬時となっている。この数十年どのような変遷をたどっ

たのか。それ以前、商業が大いに発展した江戸時代は如何であったのか。鎖国の時代であったが、米取引市場の発展が、近世で、

世界で最も早く先物取引市場が発展し、それを支えた通信のスピードは我々の通念を超えたスピードであった。　懇親会：有り

7月の行事は項目のみ記載、詳細は6月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史（７月、８月は休会の予定）

読書会 13日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

27日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 14日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 16日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

ドイツ映像研究 12日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 26日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

各催しは変更される場合があります　最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます。
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